
今
こん

週
しゅう

の聖書
せいしょ

研
けん

究
きゅう

ガイドのポイント           アドベンチスト聴
ちょう

覚
かく

しょうがい者
しゃ

友
とも

の会
かい

                                

   

総
そう

 題
だい

 「ダニエル書
しょ

―主
しゅ

イエス・キリストの愛
あい

と品性
ひんせい

の啓
けい

示
じ

―」     

      

第
だい

９
きゅう

課
か

  汚
けが

れから清
きよ

めへ 

寺内
てらうち

 三一
みつかず

 

 

１
いち

．安息
あんそく

日
にち

午後
ご ご

：今
こん

週
しゅう

のテーマ 

今
こん

週
しゅう

はダニエル書
しょ

８
はっ

章
しょう

の学
まな

びです。 

ダニエルは、２
に

章
しょう

でネブカドネツァル王
おう

の見
み

た巨像
きょぞう

の夢
ゆめ

（金
きん

の頭
あたま

～銀
ぎん

の胸
むね

と腕
うで

～青銅
せいどう

の腹
はら

と腿
もも

～鉄
てつ

と陶
とう

土
ど

のすねと足
あし

の夢
ゆめ

）を説
と

き明
あ

かしました。そして７
なな

章
しょう

で、２
に

章
しょう

の夢
ゆめ

と関連
かんれん

している４匹
よんひき

の獣
けもの

の 幻
まぼろし

（獅子
し し

、熊
くま

、

豹
ひょう

、恐
おそ

ろしい獣
けもの

）を見
み

ました。ダニエルは、さらに２
に

年
ねん

後
ご

に７
なな

章
しょう

に関連
かんれん

している 幻
まぼろし

（雄
お

羊
ひつじ

と雄
お

山羊
や ぎ

と小
ちい

さ

い角
つの

の 幻
まぼろし

）を見
み

たのです。これはダニエルが 幻
まぼろし

を見
み

たというより、神様
かみさま

が 幻
まぼろし

を見
み

せたのです。ダニエルは

神様
かみさま

が与
あた

えようとしている 幻
まぼろし

を見
み

る「霊
れい

の目
め

」を持
も

っていたのです。私
わたし

達
たち

も神様
かみさま

が与
あた

えようとしておられる

祝福
しゅくふく

と導
みちび

きを見
み

逃
のが

さない「霊
れい

の目
め

、信仰
しんこう

の目
め

、愛
あい

の目
め

」を確
たし

かにしていきたいと思
おも

います。 

８
はっ

章
しょう

の 幻
まぼろし

は、２
に

章
しょう

や７
なな

章
しょう

の 幻
まぼろし

と違
ちが

い、金
きん

の頭
あたま

であり獅子
し し

であるバビロンを省
はぶ

いて、次
つぎ

のメディアと

ペルシャから始
はじ

まっています。それは８
はっ

章
しょう

の当
とう

時
じ

はバビロンが衰退
すいたい

しペルシャがバビロンに置
お

き変
か

わろうとして

いたからです。  

神様
かみさま

はいつも、その時
とき

その時
じ

代
だい

にふさわしい導
みちび

きをされるのです。 

７
なな

章
しょう

では、世
せ

界
かい

の歴
れき

史
し

と神様
かみさま

の裁
さば

きについて示
しめ

されています。８
はっ

章
しょう

では、７
なな

章
しょう

の内容
ないよう

に関連
かんれん

して、さら

に広
ひろ

め、深
ふか

め、高
たか

めて、天
てん

の贖
しょく

罪
ざい

日
び

との関連
かんれん

で天
てん

の聖所
せいじょ

の清
きよ

めに焦
しょう

点
てん

をあてています。 

７
なな

章
しょう

が、天
てん

の裁
さば

きの法廷
ほうてい

と王権
おうけん

を受
う

ける人
ひと

の子
こ

（イエス様
さま

）を示
しめ

しているのに対
たい

して、８
はっ

章
しょう

では、天
てん

の聖所
せいじょ

で大祭
たいさい

司
し

として罪人
つみびと

の執
と

り成
な

しをしておられる人
ひと

の子
こ

（イエス様
さま

）を示
しめ

しています。 

７
なな

章
しょう

と８
はっ

章
しょう

には（次
つぎ

の９
きゅう

章
しょう

以
い

降
こう

も関連
かんれん

していて）世
せ

界
かい

の歴
れき

史
し

は神様
かみさま

が背
はい

後
ご

で導
みちび

かれ支
し

配
はい

されていて、

最
さい

終
しゅう

的
てき

には神
かみ

の永遠
えいえん

の国
くに

が来
く

るという裁
さば

きと救
すく

いの希
き

望
ぼう

が示
しめ

されているのです。 

 

２
に

．日曜日
にちようび

：雄
お

羊
ひつじ

と雄
お

山羊
や ぎ

 

ダニエル２
に

章
しょう

と７
なな

章
しょう

と同様
どうよう

に、８
はっ

章
しょう

には世
せ

界
かい

の歴
れき

史
し

の大
おお

きな国
くに

の興亡
こうぼう

が示
しめ

されています。 

８
はっ

章
しょう

では、雄
お

羊
ひつじ

と雄
お

山羊
や ぎ

という象 徴
しょうちょう

が用
もち

いられています。それは雄
お

羊
ひつじ

と雄
お

山羊
や ぎ

も贖
しょく

罪
ざい

日
び

の聖所
せいじょ

の奉
ほう

仕
し

で、いけにえの動物
どうぶつ

として用
もち

いられたからです（レビ記
き

１
じゅう

６
ろく

章
しょう

）。８
はっ

章
しょう

の焦
しょう

点
てん

が、聖所
せいじょ

の贖
しょく

罪
ざい

日
び

であるの

で意図
い と

的
てき

に雄
お

羊
ひつじ

と雄
お

山羊
や ぎ

が選
えら

ばれているのです。 

雄
お

羊
ひつじ

はメディアとペルシャの帝国
ていこく

を表
あらわ

しています。雄
お

羊
ひつじ

が三
みっ

つの方角
ほうがく

（西
にし

、北
きた

、南
みなみ

）に突進
とっしん

しているの



は、メディアとペルシャの帝国
ていこく

が征服
せいふく

した主要
しゅよう

な三
みっ

つの征服
せいふく

地
ち

を示
しめ

しています。 

次
つぎ

に大
おお

きな角
つの

を持
も

つ雄
お

山羊
や ぎ

が登
とう

場
じょう

します。これはアレクサンダー大王
だいおう

によるギリシャ帝国
ていこく

を表
あらわ

しています。 

雄
お

山羊
や ぎ

は「非
ひ

常
じょう

に尊大
そんだい

になったが、力
ちから

の極
きわ

みで角
つの

は折
お

れ～４本
よんほん

の角
つの

が生
は

えた」とは、アレクサンダー大王
だいおう

が

３ ３
さんじゅうさん

歳
さい

で亡
な

くなり、帝国
ていこく

はその後
あと

４人
よにん

の将
しょう

軍
ぐん

たちが分割
ぶんかつ

した事
こと

を示
しめ

しています。 

 

３
さん

．月曜日
げつようび

：小
ちい

さな角
つの

が生
は

え出
で

る （８
はち

：８
はち

～１
じゅう

２
に

） 

４本
よんほん

の角
つの

が天
てん

の四
し

方
ほう

に向
む

かった後
あと

に、その一
ひと

つから小
ちい

さな角
つの

が生
は

え出
で

ました。この小
ちい

さな角
つの

はギリシャ帝国
ていこく

と

４
よっ

つの枝
えだ

分
わ

かれした国々
くにぐに

の後
あと

に生
は

え出
で

るので、ローマであると理
り

解
かい

できます（最初
さいしょ

はローマ帝国
ていこく

～異
い

教
きょう

ローマ、

のちに教
きょう

皇
こう

制
せい

ローマ～ローマカトリック教
きょう

会
かい

）。 

小
ちい

さな角
つの

はまず、水平
すいへい

方向
ほうこう

へ動
うご

き「非
ひ

常
じょう

に強大
きょうだい

になり、南
みなみ

へ、東
ひがし

へ、更
さら

にあの『麗
うるわ

しの地
ち

（神様
かみさま

の都
みやこ

エルサレムのあるイスラエルの地
ち

）へと力
ちから

を伸
の

ばし』（８
はち

：９
きゅう

）とあるように、ローマ帝国
ていこく

が征服
せいふく

し支
し

配
はい

を広
ひろ

げ

た地
ち

域
いき

に相当
そうとう

します。 

次
つぎ

に小
ちい

さな角
つの

は、垂
すい

直
ちょく

方向
ほうこう

へ（上
うえ

へ）、神様
かみさま

の支
し

配
はい

する天
てん

へまで、神様
かみさま

に代
か

わろうとするように力
ちから

を伸
の

ばし

ます。それは７
なな

章
しょう

の小
ちい

さな角
つの

とよく一
いっ

致
ち

しています。最初
さいしょ

は小
ちい

さく、後
のち

に大
おお

きくなります。敵対
てきたい

する者
もの

を迫害
はくがい

し、うぬぼれが強
つよ

く冒涜的
ぼうとくてき

です。神
かみ

の民
たみ

を標的
ひょうてき

にします。活動
かつどう

が預
よ

言
げん

によって説明
せつめい

されています。そして、超
ちょう

自
し

然的
ぜんてき

な破
は

滅
めつ

に直
ちょく

面
めん

します。７
なな

章
しょう

の小
ちい

さな角
つの

がローマ教
きょう

皇制
こうせい

をあらわしていますので、８
はっ

章
しょう

の小
ちい

さな角
つの

も

同
おな

じローマ教
きょう

皇制
こうせい

を表
あらわ

しているのです。 

 

４
よん

．火曜日
かようび

：聖所
せいじょ

への攻撃
こうげき

 （８
はち

：１０
じゅう

～１
じゅう

２
に

） 

小
ちい

さな角
つの

は、８
はち

：1 0
じゅう

に「天
てん

の万軍
ばんぐん

に及
およ

ぶまで力
ちから

を伸
の

ばし」とあるように、ノアの洪水
こうずい

の後
あと

に神様
かみさま

の言
こと

葉
ば

を

信
しん

じないで、バベルの塔
とう

を建
た

てた者
もの

たちと同
おな

じように神様
かみさま

に対抗
たいこう

しようとします。「万軍
ばんぐん

つまり星
ほし

（である神
かみ

の

民
たみ

）・・を踏
ふ

みにじ」るとあり、神
かみ

の民
たみ

を迫害
はくがい

します。ローマ帝国
ていこく

は、紀
き

元
げん

７
なな

０
じゅう

年
ねん

にエルサレムと神殿
しんでん

を破
は

壊
かい

し、

１
ひゃく

１０
じゅう

万人
まんにん

のユダヤ人
じん

が殺害
さつがい

されました。また、ローマ皇帝
こうてい

への礼拝
れいはい

を拒
こば

んだ多
おお

くのクリスチャンが殺
ころ

されま

した。ローマ教
きょう

皇制
こうせい

（カトリック教
きょう

会
かい

）が力
ちから

をふるっていた中
ちゅう

世
せい

には、カトリック教
きょう

会
かい

に従
したが

おうとしない

多
おお

くの者
もの

を宗 教
しゅうきょう

裁判
さいばん

にかけ火
か

刑
けい

にしたのです。 

８
はち

：１
じゅう

１
いち

には「天
てん

の万軍
ばんぐん

の長
ちょう

（イエス様
さま

）にまで力
ちから

を伸
の

ばし、（聖所
せいじょ

の）日
ひ

ごとの供
そな

え物
もの

を廃
はい

し、その聖所
せいじょ

を倒
たお

した」とあります。これは天
てん

の聖所
せいじょ

で救
すく

いのために大祭
たいさい

司
し

として執
と

り成
な

しておられるイエス様
さま

の役割
やくわり

をあい

まいにして奪
うば

おうという働
はたら

きです。聖所
せいじょ

で罪人
つみびと

が赦
ゆる

され罪
つみ

が裁
さば

かれ処
しょ

理
り

されるのは、キリストの大祭
たいさい

司
し

として

の執
と

り成
な

しによります。しかし教
きょう

皇制
こうせい

は、キリストの執
と

り成
な

しを人間
にんげん

の司
し

祭
さい

（神
しん

父
ぷ

）の執
と

り成
な

しに変
か

えて、司
し

祭
さい

（神
しん

父
ぷ

）への罪
つみ

の告解
こっかい

（告白
こくはく

）によって罪
つみ

が赦
ゆる

されるとしました。また仲
ちゅう

保
ほ

者
しゃ

をイエス様
さま

ではなく、イエス様
さま

の

母
はは

のマリアとしてマリアに祈
いの

りをささげるようにさえしたのです。いずれも聖書
せいしょ

を土
ど

台
だい

にした教
おし

えではありません。 

また「（小
ちい

さな角
つの

は）・・真
しん

理
り

を地
ち

になげうち、思
おも

うままにふるまった」（８
はち

： 1
じゅう

2
に

）とあります。聖書
せいしょ

を司
し

祭
さい

だ

けに読
よ

ませて、信
しん

徒
と

には読
よ

ませないようにラテン語
ご

聖書
せいしょ

を用
もち

いました。教
きょう

皇
こう

（法王
ほうおう

）は神
かみ

の代
だい

理
り

であり、間
ま

違
ちが

う



事
こと

はないとの法王
ほうおう

無
む

謬
びゅう

説
せつ

を唱
とな

えました。そして、聖書
せいしょ

だけではなく言
い

い伝
つた

えも信仰
しんこう

の規
き

範
はん

としたのです。 

 

５
ご

．水曜日
すいようび

：聖所
せいじょ

の清
きよ

め （８
はち

：１
じゅう

４
よん

） 

小
ちい

さな角
つの

の攻撃
こうげき

の後
あと

、８
はち

： 1
じゅう

4
よん

に「聖所
せいじょ

はあるべき状
じょう

態
たい

に戻
もど

る（聖所
せいじょ

は清
きよ

められる）」とあります。この

８
はち

： 1
じゅう

4
よん

の「聖所
せいじょ

の清
きよ

め」は、７
なな

：９
きゅう

～
から

1
じゅう

4
よん

の（罪
つみ

の）裁
さば

きの場
ば

面
めん

と関連
かんれん

しています。神様
かみさま

の人間
にんげん

への介
かい

入
にゅう

を、７
なな

章
しょう

は罪
つみ

の裁
さば

きの観点
かんてん

から、８
はっ

章
しょう

は聖所
せいじょ

の観点
かんてん

から描
びょう

写
しゃ

しているのです。 

地
ち

上
じょう

の聖所
せいじょ

は、天
てん

の聖所
せいじょ

をまねたものです。毎日
まいにち

、罪人
つみびと

はいけにえ（動物
どうぶつ

）を聖所
せいじょ

に連
つ

れてきました。罪人
つみびと

の身代
み が

わりに動物
どうぶつ

の血
ち

が流
なが

され、罪人
つみびと

の罪
つみ

が裁
さば

かれ罪
つみ

が赦
ゆる

されるのです。毎日
まいにち

の動物
どうぶつ

の流
なが

された血
ち

の結果
けっか

、聖所
せいじょ

は汚
けが

れます。その罪
つみ

を清
きよ

めるために、１年
いちねん

に１回
いっかい

、贖
しょく

罪
ざい

日
び

があるのでした。 

真
まこと

の聖所
せいじょ

である天
てん

の聖所
せいじょ

では、動物
どうぶつ

の血
ち

ではなく、真
まこと

の救
すく

いをもたらす神
かみ

の小
こ

羊
ひつじ

であるキリストの血
ち

によ

ってのみ、裁
さば

きを切
き

り抜
ぬ

けることができるのです。真
まこと

の大祭
たいさい

司
し

であるキリストの執
と

り成
な

しによってのみ私
わたし

達
たち

の罪
つみ

が赦
ゆる

され救
すく

われるのです。 

 

６
ろく

．木曜日
もくようび

：預
よ

言
げん

の予
よ

定
てい

表
ひょう

 （８
はち

：１
じゅう

３
さん

） 

８
はち

： 1
じゅう

3
さん

に「この 幻
まぼろし

、すなわち、日
ひ

ごとの供
そな

え物
もの

が廃
はい

され、罪
つみ

が荒廃
こうはい

をもたらし、聖所
せいじょ

と万軍
ばんぐん

とが踏
ふ

みに

じられるというこの 幻
まぼろし

の出
で

来
き

事
ごと

は、いつまで続
つづ

くのか」との質問
しつもん

があります。その答
こた

えが、８
はち

： 1
じゅう

4
よん

に「日
ひ

が

暮
く

れ、夜
よ

の明
あ

けること二
に

千三
せんさん

百
びゃく

回
かい

に及
およ

んで、聖所
せいじょ

はあるべき状
じょう

態
たい

に戻
もど

る（口
こう

語
ご

訳
やく

：二
に

千三
せんさん

百
びゃく

の夕
ゆう

と朝
あさ

の間
あいだ

である。そして聖所
せいじょ

は清
きよ

められてその正
ただ

しい状
じょう

態
たい

に復
ふく

する）」とあります。この預
よ

言
げん

の期間
きかん

は、「１日
いちにち

は１年
いちねん

の

原則
げんそく

」に基
もと

づいて２３００
にせんさんびゃく

年
ねん

となります。 

８
はっ

章
しょう

には、２３００
にせんさんびゃく

年
ねん

の期
き

間
かん

だけが記
しる

されていますが、その始
はじ

まりは９
きゅう

章
しょう

に記
しる

されています。 

このように神様
かみさま

は、真
しん

理
り

を少
すこ

しずつ示
しめ

して下
くだ

さるのです。私
わたし

達
たち

も神様
かみさま

が示
しめ

して下
くだ

さる真
しん

理
り

と祝
しゅく

福
ふく

と導
みちび

き

を、その時
とき

一
ひと

つずつ見
み

極
きわ

め、受
う

け入
い

れ、積
つ

み重
かさ

ねていきたいと思
おも

います。 

 

７
なな

．金曜日
きんようび

：さらなる研
けん

究
きゅう

 

２
に

章
しょう

、７
なな

章
しょう

、８
はっ

章
しょう

の三
みっ

つの章
しょう

の間
あいだ

には類
るい

似
じ

点
てん

があります。世
せ

界
かい

の王国
おうこく

が次々
つぎつぎ

に現
あらわ

れ、衰退
すいたい

し、神様
かみさま

を冒涜
ぼうとく

する「小
ちい

さい角
つの

」が現
あらわ

れて、裁
さば

かれて、最
さい

後
ご

には永遠
えいえん

の神
かみ

の国
くに

となるのです。 

三
さん

度
ど

示
しめ

されるというのは、間
ま

違
ちが

いなく起
お

こるという事
こと

です。また、「定
さだ

められた時
とき

には終
お

わりがある」（８
はち

：1 9
じゅうきゅう

）

とあるように「何事
なにごと

にも時
とき

がある」（コへレト３
さん

：１
いち

）のです。罪
つみ

が裁
さば

かれる時
とき

が最
さい

後
ご

にあるのです。罪
つみ

がなくな

る事
こと

は神様
かみさま

によって定
さだ

められているのです。神
かみ

を信
しん

じる者
もの

には「キリストの再臨
さいりん

による天国
てんごく

の希
き

望
ぼう

があるのです。 

世
せ

界
かい

の歴
れき

史
し

は人間
にんげん

が動
うご

かしているように見
み

えても、実
じつ

は神様
かみさま

が支
し

配
はい

しておられるのです。私
わたし

達
たち

の人生
じんせい

も神様
かみさま

が導
みちび

いて下
くだ

さっています。私
わたし

達
たち

一人
ひとり

一人
ひとり

にとって確
たし

かな事
こと

は、歴
れき

史
し

の最
さい

後
ご

に裁
さば

きがある事
こと

と、キリストの再臨
さいりん

の時
とき

には永遠
えいえん

の報
むく

いがあるという事
こと

です。 

私
わたし

達
たち

の日々
ひ び

の選択
せんたく

が自
じ

分
ぶん

の永遠
えいえん

の救
すく

いをもたらすという厳
げん

粛
しゅく

な日々
ひ び

を私
わたし

達
たち

は今
いま

過
す

ごしているのです。また、



「イエス様
さま

の愛
あい

の十
じゅう

字架
じ か

は、私
わたし

のためのものです。イエス様
さま

は私
わたし

を愛
あい

して下
くだ

さっています。イエス様
さま

の十
じゅう

字架
じ か

の愛
あい

を信
しん

じる事
こと

で私
わたし

は救
すく

われているのです。イエス様
さま

、感謝
かんしゃ

します。イエス様
さま

の再臨
さいりん

を希
き

望
ぼう

をもって待
ま

ち望
のぞ

み

ます。」と「信仰
しんこう

と希
き

望
ぼう

と愛
あい

」の思
おも

いで生
い

きる「アドベンチスト（再臨
さいりん

信
しん

徒
と

）」にとって裁
さば

きは恐
おそ

ろしくはありませ

ん。「愛
あい

には恐
おそ

れがない」のです（ヨハネ第
だい

１
いち

、４
よん

： 1
じゅう

8
はち

）。インマヌエル（神
かみ

は我々
われわれ

と共
とも

におられる）との名
な

前
まえ

を持
も

つイエス様
さま

と共
とも

に歩
あゆ

む時
とき

に、イエス様
さま

の御名
み な

で祈
いの

る時
とき

に、私
わたし

達
たち

には、 魂
たましい

の平安
へいあん

と救
すく

いの喜
よろこ

びと感謝
かんしゃ

と

希
き

望
ぼう

が共
とも

にあるのではないでしょうか。 

 

８
はち

．話
はな

し合
あ

いのための質問
しつもん

 

・ダニエル書
しょ

８
はっ

章
しょう

は、あなたにとって希
き

望
ぼう

のメッセージとなっていますか？ 

・「聖所
せいじょ

が清
きよ

められ、元
もと

の状
じょう

態
たい

に回復
かいふく

される時
とき

が定
さだ

まっている」という事
こと

は、現在
げんざい

の困難
こんなん

や試
し

練
れん

を支
ささ

える希
き

望
ぼう

になりますか？ エデンの園
その

の回復
かいふく

の希
き

望
ぼう

、あなたが天国
てんごく

で朽
く

ちない栄光
えいこう

の体
からだ

に変
か

えられる「栄
えい

化
か

」の希
き

望
ぼう

（再臨
さいりん

信仰
しんこう

）とつながっていますか？ 

・「神
かみ

の御
み

心
こころ

を行
おこな

って約束
やくそく

されたものを受
う

けるためには、忍耐
にんたい

が必要
ひつよう

である。」（ヘブライ1 0
じゅう

： 3
さんじゅう

6
ろく

）とあ

ります。 

聖書
せいしょ

の確
たし

かな預
よ

言
げん

と、私
わたし

達
たち

の罪
つみ

の赦
ゆる

しのために神
かみ

の小
こ

羊
ひつじ

となって下
くだ

さったイエス様
さま

、罪
つみ

を執
と

り成
な

して下
くだ

さ

る大祭
たいさい

司
し

としてのイエス様
さま

を知
し

る事
こと

で、天国
てんごく

を待
ま

ち望
のぞ

む忍耐
にんたい

は増
ま

し加
くわ

わっていますか？ 


